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川内武家屋敷
（東北大学川内北キャンパス）

大橋

仙台城二の丸と川内武家屋敷地

　仙台城は、東は広瀬川、西は青葉山、南は竜ノ口沢、北は千貫沢と自然地形によって区画され、本丸・二の丸・東丸（三の丸）
によって構成される。国史跡には、本丸跡、三の丸跡、御裏林のほか、二の丸跡の一部が指定されている。
　東北大学川内南キャンパスは二の丸の跡地であり、昭和48年（1973）の東北大学文系厚生施設建設にともなう調査を起
点に現在18地点の発掘調査が、東北大学埋蔵文化財調査室を主体に実施されている。また、川内北キャンパスは、仙台藩
士が居住した武家屋敷の跡地であり、「二の丸北方武家屋敷地区」と呼称され、現在16地点の調査がなされている。当該武
家屋敷地は、藩の要職就任者が居住する場所とされ、二の丸が仙台藩の政治機能の拠点となって以降、仙台藩政にとって重
要な区域であった。また、当該地域は、北・東・南を広瀬川、西を青葉山と亀岡の御裏林で囲まれた「川内」と称される範囲にある。

「川内」は、他領の者が入ることを禁じられ、城下に通じる橋のたもとには制札が立つ特別な地域でもあった（『仙台市史 特別
編7 城館』）。仙台城の周縁部にあたり、こうした歴史的性格をもつ当該武家屋敷地を、ここでは「川内武家屋敷地」と呼称して、
仙台城の歴史的展開において積極的にとらえたい。
　仙台藩政の中心地である仙台城二の丸と川内武家屋敷の跡地である東北大学川内キャンパスを対象として、発掘調査の
みならず、古文書、絵図、絵画資料などの調査・研究成果を総合化することによって、仙台藩の歴史や仙台城のあり方を問い
直すとともに、城郭だけに限定されがちな城郭研究、あるいは文化財保護に対して重要な研究モデルを提示できるであろう。

【仙台城下絵図】
　仙台城下絵図については、阿刀田令造『仙台城下絵図の研究』（齋藤報恩会、1936年）の成果をもとに「幕府提出用」と「藩政用」とに大
別されて把握がなされ、その現状については『史跡仙台城跡』に整理されている。両分類に当てはまるものではないが、『史跡仙台城跡』に未掲
載の仙台城下絵図について紹介する。

【古文書】
　仙台城に関する基本史料には、藩の公式記録である「治家記録」（伊達家文書、仙台市博物館所蔵）がある。ここでは川内武家屋敷に居住
した藩士の歴史資料について、現在把握しているものをあげる。

【発掘調査】
　対象地域の発掘調査は東北大学埋蔵文化財調査室により実施され、現在も調査は続けられている。その詳細は、同室刊行の各種調査報
告書により公開されており、同ホームページより閲覧できる。

■東北大学附属図書館
⃝奥州仙臺領図并城下之図（丙C3-17-9）

　包紙に「奥州仙臺領図并城下之図共弐枚　乙酉二月出来　平松」と墨書がある。仙台城下之図については、描かれた内容と「乙酉二月」から文
政8年（1825）作成と推定される。武家屋敷居住者名は、二の丸門前「伊達式部（登米）」、「伊達将監（水沢）」「片倉小十郎」の3家の記載がある。

⃝仙台御城下御絵図（丙C3-17-5）
　作成年代は未詳であるが、二の丸門前3家のほか片平丁居住の藩士名を記している。その居住者名から安政期の状況を描いたものと推定される。
本図は、名所の紹介の記述を周囲に配しており、地誌的な要素が含まれるところに特徴がある。

⃝仙臺城下之図（狩野文庫8973-1）
　文政11年（1828）水戸藩士の小宮山楓軒が写した仙台城下図である。武家屋敷居住者名は、二の丸門前の3家のほか片平丁（「片平大名小路」
と記す）、川内、清水小路、東一、三、四番丁の一部を記す。その配置から安永7年（1778）～天明6年（1786）の内容を描いたものと推定される。

■米沢市上杉博物館
⃝仙台居城并城下略絵図（上杉文書1939）

　仙台城本丸・二の丸を中央上に描き、これを西の起点に、北は大崎八幡宮、東は若林城、南は愛宕神社までを描いた略図である。
■市立米沢図書館

⃝仙台城絵図（岩瀬家文書696）→本パンフレットで紹介
■秋田県公文書館

⃝仙台城下絵図（県C-371）
　貼紙に「松ノ十〇一四枚之内　仙臺城下絵圖」と墨書がある。描かれた内容は、「幕府提出用」の正保2年（1645）と同様である。なお、同館に「仙
台御城下絵図」（県C－368）が所蔵されているが、これは二本松城下を描いたものと推察される。

■東北大学東北アジア研究センター共同研究

「仙台城の利用実態に関する復元的研究 ―近世東北地方の城郭比較分析―」
　〈研究組織（50音順）〉
　�兼平賢治（東海大学文学部）、菅野智則（東北大学埋蔵文化財調査室）、清水翔太郎（東北大学史料館）、伴野文亮（東北大学大学院文学研

究科）、長澤伸樹（仙台市博物館）、野本禎司、藤方博之（以上、東北大学東北アジア研究センター上廣歴史資料学研究部門）

⃝東海大学文学部	 TEL0463-58-1211　https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/letters/
⃝東北大学埋蔵文化財調査室	 TEL022-217-4995　http://web.tohoku.ac.jp/maibun/
⃝東北大学史料館　　　　　	 TEL022-217-5040　http://www2.archives.tohoku.ac.jp/
⃝東北大学大学院文学研究科	 TEL022-795-6003　https://www.sal.tohoku.ac.jp/
⃝仙台市博物館　　　　　　	 TEL022-225-3074　https://www.city.sendai.jp/museum/
⃝東北大学東北アジア研究センター上廣歴史資料学研究部門　TEL022-795-3140　https://uehiro-tohoku.net/

� ·発行日／2021年3月22日
� ·デザイン・印刷／今野印刷株式会社

■仙台城跡二の丸  略称NM 
第１地点 江戸時代の溝跡やピットなどが検出された。本調査区は二の丸の建物区域外の場所と考えられる。
第 2 地点 二の丸小広間周辺の礎石や石敷遺構等が検出された。明治15年の二の丸焼失の痕跡も認められた。
第 3 地点 二の丸の南端部に当たり、二の丸に伴う遺構のほか、二の丸造営以前の池跡等も確認されている。
第 4 地点 二の丸造営以前の遺構が検出された。
第 5 地点 �江戸時代初頭に伊達政宗の女である五郎八姫の居館である「西屋敷」が置かれていた地点であり、その時期の池と溝からなる庭園と、それに接する礎石建

物などが検出された。その後の時期の二の丸中奥の遺構群も確認している。
第 6 地点 �江戸時代の堰状の石組みを有する溝跡や石垣を伴う土台などが検出された。この溝跡は、「肯山公造制木写之略図」の二の丸西端のV字状の溝の一方

に対応する可能性がある。土台は、二の丸外塀に該当するものと推定される。
第 7 地点 二の丸正門である詰の門の東側に隣接する「七十間御兵具蔵」の可能性がある掘立柱建物跡が確認されている。
第 8 地点 �江戸時代から明治時代の掘（池）、溝、道路などの遺構のほか、陶磁器、瓦、煉瓦、ガラス製品などが出土している。大半の遺物は明治時代以降であり、江

戸時代の遺物は少ない。
第 9 地点 伊達宗泰のものと推定される屋敷跡や、台所門周辺の遺構群が検出された。 
第10地点 江戸時代の敷石遺構や石組溝などが検出された。 
第11地点 池状遺構とピットが検出された。 
第12地点 19世紀台の二の丸北側の堀と、それを横断する堰状遺構を検出した。 
第13地点 おおむね二の丸期あるいはそれ以前のピット等が確認されている。
第14地点 小規模な範囲の調査であるが、江戸時代の遺構・遺物が若干検出された。
第15地点 大規模な削平をうけており、江戸時代の整地や遺構は検出されなかった。
第16地点 18世紀後半～幕末と推定される、瓦と礫による整地面が確認された。
第17地点 二の丸期の遺構のほか、文化元年（1804）の火災後に、一時的に造られたと考えられる礎石建物群が確認された。この火災の片付けに伴う遺物がまとまっ

て出土しており、年代の明らかな基準資料となる。
第18地点 各調査区において二の丸期以前の土層が良好に残っていることが判明した。また、撹乱部における土層断面の観察から、複数時期の整地層や遺構を確認した。

仙台城下災害略年譜（仙台城・川内武家屋敷地関連）

西暦 和暦 月日 事項

1668 寛文8 7月21日 大地震。仙台城本丸の石垣が崩れる。

1678 延宝6 8月17日 大地震。東照宮・瑞鳳殿・感仙殿および仙台城内の祠堂などが破損。

1681 天和元 10月11日 仙台城内で火災（失火）。

1708 宝永5 閏1月24日
仙台城下で火災。午刻、八幡町の竜宝寺門前から出火し、中島丁・大町二丁目・大町三丁目・二日町・国分町・原町
へ延焼。侍屋敷863軒、蔵屋敷2軒、寺社43軒、門前町10軒、足軽・職人屋敷405軒、町屋敷812軒など2135軒が
焼失。死者8名。

1717 享保2
4月3日 大地震。仙台城の各所で石垣の崩壊などの被害。城下では寺社の石灯籠が倒壊したほか、藩主霊廟や吉村の実母

貞樹院の屋敷などに被害。

8月16日 大雨。仙台城内・城下各所で被害。広瀬川が氾濫し、中の瀬橋・長町橋が流失。

1731 享保16 9月7日 地震。仙台城本丸広間などに被害。

1747 延享4 8月19、20日 大風雨。仙台城内各所で土手の崩壊や倒木などの被害。広瀬川が氾濫し、澱橋・中の瀬土橋が流失、大橋仮橋・長
町橋が損壊。

1776 安永5
1月3日 仙台城下で火災。川内から出火し、片平丁・元柳町・立町・肴町・大町などで100余戸が焼失。

4月18日 仙台城下で火災。川内から出火し、大名小路・木町・肴町・国分町などに延焼。侍屋敷170戸、小人組屋敷など108
戸、町屋敷386戸が焼失。死者7名。

1804 文化元 6月24日 仙台城二の丸に落雷。惣門と百間蔵を除き二の丸殿舎のほぼすべてが焼失。このほか、城下23ヶ所に落雷。

1835 天保6 6月25日 地震。仙台城の石垣が崩れる。その後、余震続く。

1846 弘化3 9月9日 仙台城下で火災。川内追廻の馬場より出火し、川内の侍屋敷数軒と澱町の4戸が焼失。

1855 安政2
7月11日 仙台城内の因縁殿で火災。伊達慶邦みずから消火を指揮する。

8月3日 大地震。仙台城下各所で石垣の崩壊や石塔の倒壊があり、死者2名。また、秋保温泉の湧出が止まる。

1861 文久元 9月18日 大地震。仙台城内各所で破損。城下各所で地割れや家屋の倒壊が起こる。
【備考】『仙台市史年表・索引』（仙台市、2015年）をもとに作成。太字は火災に関する記述。

■仙台城跡二の丸北方武家屋敷地区（川内武家屋敷地）  略称BK 

第1地点 試掘調査

第2,3地点 立会調査

第4地点 二の丸造営期の整地層下から、3条の溝跡などが検出され、土師質土器、箸などの遺物が多く出土している。二の丸造営以前に存在した伝伊達宗泰の屋
敷と、西屋敷の間を画する排水を目的とした溝であった可能性が高い。

第5地点 2条の溝跡を検出した。新しい遺物が出土していないこと、検出層位などから江戸時代の遺構と考えられる。

第6地点 溝、ピットなどが検出されているが、調査範囲が非常に狭いため、武家屋敷の具体的構成は不明である。 

第7地点 18世紀初頭頃から19世紀前葉頃の多数の土坑・溝・井戸などを確認している。中でも、南東部に極めて大規模なゴミ穴が造られている。ここからは、享保
年間の年号が記載された木簡が多数出土した。

第8地点 溝、土坑、ピット等が検出された。調査範囲が小規模であり、これらの遺構がどのような性格のものであるのかを検討することは難しい。

第9地点 溝、土坑、柱列、石垣などの遺構が検出されている。段丘崖のすぐ上という、やや特殊な場所の調査であり、検出された遺構の性格はあまり明確でない。

第10地点 石垣が検出されている。大堀通の側溝となる可能性が高い。

第11地点 掘立柱建物、掘立柱列、溝、井戸などのほか、性格不明の規模の大きな掘り込みが確認された。また、江戸時代初頭から明治時代初期の様々な種類の遺
物が出土し、その全体の量的な構成比率などは武家屋敷地区の特徴を示している。

第12地点 小規模な調査でピットが12基検出されたが、遺構の掘り下げは行っていない。

第13地点 掘立柱建物、溝、沢状の遺構が確認された。絵図との対比から、沢状遺構は千貫沢に合流する沢と推定し、柱列と遺構の一部は「北下馬厩」と対応する
ものと解釈した。

第14地点
池状遺構や井戸など数多くの遺構を確認することができ、主に江戸時代の17世紀から19世紀の遺物が出土している。2号池状遺構では、「正徳3年」（1713）
と記載された木簡も出土した。6号井戸からは幕末頃の陶磁器や漆器・木製品などが一括して出土しており、明治時代初頭の武家屋敷の取り壊しに伴って
一括廃棄されたものと推測される。

第15地点 武家屋敷を区画するような溝や池跡等が多数確認できた。現在報告書を作成中である。

第16地点 近世から近代の遺構・遺物が多数確認できた。調査時には、ピット、井戸、溝、堀として遺構を確認した。考察の結果、江戸時代における筋違橋通の様相と
自然災害の痕跡を確認することができた。

⃝登米伊達家文書（東北大学附属図書館、登米懐古館所蔵）
⃝留守家文書（奥州市立水沢図書館所蔵）
⃝「片倉氏仙台屋敷図」（仙台市博物館所蔵）
⃝大條家文書（山元町歴史民俗資料館所蔵）

⃝「石母田頼至家留守居方御用留」「諸御用留」
　（斎藤報恩会文書、仙台市博物館所蔵）

⃝「高野家記録」（仙台市博物館所蔵マイクロフィルム）
⃝「なみだ乃たね」（濱田家資料、仙台市博物館所蔵）

本共同研究対象地域の発掘調査成果と史資料
　仙台城に関する遺跡調査地や史資料については、『史跡仙台城跡保存活用計画』（仙台市教育委員会、2019年、以下『史跡仙
台城跡』、下記URLよりダウンロード可能）にまとめられているが、ここでは共同研究の主要対象である仙台城二の丸と川内武家屋敷
地に関わる内容について紹介する。
https://www.city.sendai.jp/shisekichosa/documents/sendaijohozonkatsuyokeikaku.html

仙台城下の災害
　江戸時代、仙台城下は地震や火災、水害といった様々な災害に苛まれた。なかでも火災は、城や城下の形成と変遷に大きな影響を
与えた災害であった。
　城を含む仙台城下で発生した火災のなかで、仙台城史に深く関わるものでは、文化元年（1804）6月24日の火災が挙げられる。この
火災は、仙台城二の丸への落雷によって発生した。記録によると、6月24日の昼八ツ過ぎ（午後2時頃）、二の丸建物群の中でも南西
端に近い「御座の間」に落雷して出火し、詰門の内側は中奥（二の丸中でも北西側）までが焼け、暮六ツ（午後7時頃）に鎮火したという。
この火災によって、二の丸の建物のうち、「惣門」（詰門）と百間蔵を除くほとんどの建物が焼失した。
　焼失した二の丸殿舎は、財政難のために再建が難航し、竣工までに5年を要したが、最終的には4代藩主綱村による二の丸改造時
に近い姿に復元された。なお、元々は建物がなかった中奥西側の区域に、再建期に一時的に建設された建造物があったことが、近年
の発掘調査や絵図の研究によって明らかとなっている。
� （伴野文亮）

東北大学東北アジア研究センター共同研究
仙台城の利用実態に関する復元的研究 ― 近世東北地方の城郭比較分析 ―

 ― 東北大学川内キャンパスの歴史遺産 ―

ベースマップ：「川内地区における江戸時代の道路の復元」（『東北大学埋蔵文化財調査室報告書』1・図147）

表紙航空写真：東北大学施設部

◀南蛮人人形
　�（志野織部、16世紀末～
17世紀初頭、NM9地点）



仙台城絵図
 （市立米沢図書館所蔵・岩瀬家文書696）

　右図は、米沢藩士の岩瀬家に伝来した絵図で、裏面に「仙臺城繪圖」（以下、「仙台城絵図」）
と墨書された貼紙があり、法量は縦57.0㎝、横161.9㎝である。東は大橋、西は青葉山、南は
竜ノ口沢、北は亀岡八幡宮の範囲を俯瞰的に描いている。岩瀬家は江戸時代初期から代々米
沢藩の御用絵師を務めた家であり、こうした構図や色彩の絵図を作成することが可能であったと
考えられる。この絵図が特徴的であるのは、「仙台城絵図」と表題がありながら、川内地区の武
家屋敷地を描く点である。その描き方は、本丸・二の丸や諸門など仙台城関連施設や寺社は外
観を立体的に描くものの、川内地区の武家屋敷については登米・水沢伊達家、片倉家以外、屋
敷割を示す区画に居住者の名前の貼紙が付されるのみである。本図は作成年代など未詳であ
るが、この貼紙の居住者名から18世紀後半の内容を描いたものであると推測される。他に例を
みないめずらしい構図の仙台城絵図であり、描かれた内容について古文書・絵図などの歴史資料、
遺物・遺構などの考古資料から紹介したい。

【仙台城絵図貼紙の文字情報】
①「龍ノ口沢」（小河川、竜ノ口渓谷） ②「掛遣御殿」（本丸東側の崖にせりだす懸造）

③「御本丸」（仙台城本丸） ④「太鼓櫓」（城下に時を知らせる太鼓を設置）

⑤「御馬乗」（馬場） ⑥「御馬屋別当」（馬方役人の屋敷）

⑦「御馬屋」（馬小屋） ⑧「御酒屋」（藩主や城内で消費する酒を製造）

⑨「御城代」（御城番所） ⑩「本丸御門」（巽門）

⑪「清水御門」（清水門） ⑫「御清水」（湧水、清水門の由来とも）

⑬「本丸御門」（中門） ⑭「御米蔵」（三の丸〈東丸〉に位置）

⑮「雰ハキ御殿」（郷六御殿ヵ） ⑯「本丸御門」（子門）

⑰「御馬乗」（馬場） ⑱「残月亭」（茶室、宝永7年（1710）設置）

⑲「二ノ丸御城居」（二の丸御殿） ⑳「大腰掛」

㉑「御玄関」（二の丸玄関） ㉒「二ノ丸御門」（大手門）

㉓「大腰掛」 ㉔「片倉小十郎」（片倉家屋敷）

㉕「御奥」（二の丸中奥） ㉖「御臺所門」（台所門）

㉗「諸上納蔵」（諸蔵） ㉘「伊達式部」（登米伊達家屋敷）

㉙「伊達繁太郎」（水沢伊達家屋敷） ㉚「大橋」（城と城下町をつなぐ橋）

㉛「屏風蔵」（屏風蔵） ㉜「御菜園」（花壇、破損方役所）

㉝「大腰掛」／「此間沢也」 ㉞「御籏本三家」

㉟川内武家屋敷地
-1「大町将監」　-2「大立目下野」　-3「大條蔵人」　-4「味噌蔵」　-5「御儒者・種部良輔」　-6「炭蔵」
-7「由井直人」　-8「高屋喜庵」　-9「中村日向」　-10「古田舎人」　-11「芦科豊前」　-12「鈴木直記」
-13「高橋志津摩」　-14「奥山大之助」　-15「空屋鋪」　-16「小屋敷」　-17「松前采女」
-18「石母田隼人」　-19「遠藤内匠」　-20「布施文之助」　-21「黒澤備中」

㊱「大工橋町」（川内大工町） ㊲「大工橋」（川内大工町から中の町へ通じる橋）

㊳「同心屋敷」（町同心の屋敷地） ㊴「八幡別当千手院」（亀岡八幡神社の別当寺院）

㊵「鮎貝志摩」（鮎貝家屋敷） ㊶「川内町」（川内元支倉町など）

㊷「空屋鋪」 ㊸「亀岡八幡」（亀岡八幡神社）

㊹「亀岡社人」（亀岡八幡神社の神官） ㊺「亀岡町」（亀岡八幡神社の門前町）

【川内地区の屋敷割―仙台城下絵図との比較から】
　江戸時代、公的に仙台城下を描いた絵図（「仙台城下絵図」）は、幕府政策にともない提出されるものと、仙台藩が屋敷
割や居住者を把握するためのものとに大別される。後者の絵図は20点程確認されており、各年代の屋敷居住者名をみる
ことで、藩士の居住地の変遷などを確認することができる。
　「仙台城絵図」の川内地区の屋敷割に貼紙のある藩士名は22名である。この藩士名を手掛かりに「仙台城下絵図」
の同地区屋敷居住者を確認していくと、宝暦10～12年（1760～62）の内容と一致する。しかし、「仙台城下絵図」にはお

よそ倍の屋敷割数とその藩士名が記入されてい
る。配置も異なることから、「仙台城絵図」の制
作者は実態を正確に把握できずに主要な屋敷
居住者だけを描いたのかと推察される。
　また、「仙台城絵図」には「空屋敷」の貼紙も
あり、屋敷割地にすべての藩士名が記される「仙
台城下絵図」とは、この点も異なる。「空屋敷」
は当時の実態を示しているだろう。川内地区の
武家屋敷地の実態をどのように把握していくか、
今後調査を重ねていく必要がある。
� （野本禎司）

【武家屋敷の景観】
　享保・元文年間頃（1716～41）に制作された「仙台領奥州街道絵図」（以下、「街道絵図」）には、仙台藩領内を通る奥
州街道および沿道の集落や寺社、水田・山並みなどの風景が俯瞰で描かれる。このうち川内周辺に注目すると、澱橋や千
貫橋、水沢伊達家ら大身家臣の屋敷などが象徴的に描かれ、侍屋敷については、塀に囲まれた複数の屋敷が並ぶものの、
具体的な屋敷主名の注記はない。
　同じく、仙台城周辺を俯瞰で描いた「仙台城絵図」をみると、侍屋敷は個々の屋敷主名が貼紙で示されるが、門や塀・屋
敷林などは描かれていない。
　絵図資料には作製主体の空間認識が反映されやすいといわれる。そのため、実態とは異なり、描写対象の脚色や誇張、
取捨選択が行われている可能性もある。「街道絵図」に、沿道を行き交う人や町屋敷の情報が欠けているのは、6代藩主
伊達宗村の正室・利根姫へ献上する稿本、という資料的性格も影響していよう。
　「仙台城絵図」の場合、大身家臣の屋敷を詳細に描いているにも関わらず、隣接する侍屋敷はすべて省略されている。
こうした違いは恒久的な施設であるか否かによるのか、その基準は明らかでない。ここに「街道絵図」のような整然とした屋
敷地が広がっていたことを想定するには、城絵図そのものの制作背景とあわせた更なる検討が必要であろう。
� （長澤伸樹）

【仙台城二の丸の機能】
　仙台城二の丸は、寛永15年（1638）に2代藩主伊達忠宗により造営された。政宗の時代には本丸にあった政治の中
心としての「表」と藩主とその家族の生活空間である「中奥」に二の丸は分離していた。17世紀末、4代藩主綱村の時に
二の丸の拡張工事が行われ、特に「中奥」が政宗の長女五郎八姫が住んでいた西屋敷を取り込む形で拡張された。その後、
文化2年（1805）に落雷で焼失したが元通り再建され、明治15年（1882）に焼失するまで二の丸の建造物は存在した。

　他大名家の居城と比較すると、二の丸「中奥」の規模は大きかった（「仙台城
絵図」の「御奥」）。大名の本妻は江戸屋敷にあったので、「中奥」では藩主の
参勤交代に伴い江戸から下った側妾や側室が生活をしており、「中奥」で誕生し
た藩主の子どもは系譜上、50人確認できる。成長すると江戸に移り、大名家の
養子になるか嫁ぐこともあったが、むしろ涌谷伊達家や登米伊達家といった伊達
家一門の養子になるか嫁ぐ事例の方が多かった。藩主家と一門をつなぐ役割を
担った子どもたちの養育空間として「中奥」は重要な機能を有していたのである。
� （清水翔太郎）

◀仙台城二の丸中奥（「仙台城二の丸家作水抜絵図」仙台市博物館所蔵）

【発掘調査からみる武家屋敷】
　川内地区の発掘調査では、建物の柱穴や、敷地を区画する溝などの武家屋敷の痕跡を発見することができる。このうち
柱穴の大部分は、掘立柱である。そして、この地区からの瓦の出土量は少ないことから、主要な建物の大部分は杮葺であっ
たことが推定できる。ただし、瓦が出土しないわけではなく、少量ではあるが出土する。これらのことから、武家屋敷では主要
道路に面した塀や土蔵等の限定された場所において利用されていたものと考えられる。

　「仙台城絵図」では、武家屋敷地は人名と区画が示されるのみで、建物は描か
れていない。仙台市博物館所蔵の「仙台領奥州街道絵図」では、杮葺の建物、
瓦葺の土蔵等が描かれており、発掘調査から推定された状況と一致する。一方で、
屋敷地の区画として塀が描かれているが、発掘調査にて塀跡が確認される事例
は多くはない。絵図に描かれた光景と発掘調査資料との齟齬がなぜ生じている
のか、新しい研究の視点となりうるだろう。
� （菅野智則）

◀柱穴断面に残る柱痕跡（仙台城二の丸北方武家屋敷地区第14地点）
◀仙台城下絵図
　（宝暦10～12年、部分、仙台市博物館所蔵）

▲仙台領奥州街道絵図（川内付近、仙台市博物館所蔵）

【武家屋敷に関する法令より】
　仙台藩が寛文5年（1665）に定めた法令「仙台惣屋敷定」では、家臣の知行高ごとに屋敷地の広さ（間口・奥行）を規定
している。もちろん高禄の者が広い屋敷地を与えられた。格式を重視する姿勢は他の条文にも見いだされ、建物や塀・垣根
も「分限相応」であることを求めている。格式にそぐわない見苦しい屋敷は没収することがある、とする一方で、華美に過ぎ
る屋敷についても問題視している。

　屋敷の外観を見苦しくしないよう命じる法令は、享保期にも確認で
きる。「川内は申すに及ばず、何方にても分限に相応に見苦しくこれ
無きよう」（仙台市芋沢大槻家旧蔵文書）という条文からは、家臣が
住む地区のなかでも川内が特に重視されていたことが窺える。しかし
このような法令が繰り返し発令されていたことから、藩が問題視する“見
苦しい”屋敷が絶えることはなかったとみられる。具体的には、塀・垣
根の破損を放置することなどが問題とされた。
� （藤方博之）

◀�家臣の家に残る法令の手控（加美町塩沢家文書）
知行高ごとに屋敷地の広さを定めた箇所
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